
　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
は
、
令
和
に
元
号
が
改

ま
っ
て
か
ら
初
め
て
迎
え
る
新
し
い

年
で
あ
り
、
い
つ
も
の
年
頭
に
も
増

し
て
清
々
（
す
が
す
が
）
し
さ
を
感

じ
ま
す
。
皆
さ
ん
一
人
一
人
に
と
っ

て
良
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
角
筆
研
究
の
第
一
人
者

と
し
て
知
ら
れ
る
本
学
名
誉
教
授
の

小
林
芳
規
先
生
が
、
栄
え
あ
る
文
化

功
労
者
の
顕
彰
を
受
け
ら
れ
る
な

ど
、
嬉
し
い
こ
と
も
数
多
く
あ
り
ま

し
た
。

越
智
光
夫
学
長
　
年
頭
挨
拶

令和２年 

広
島
大
学
の
未
来
の
た
め

 

と
も
に
歩
み
を
進
め
よ
う

 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成

 

に
向
け
た
覚
悟
を

　

一
方
、
地
球
を
俯
瞰
し
て
み
れ
ば
、

地
球
温
暖
化
の
も
た
ら
す
深
刻
な
リ

ス
ク
が
ま
さ
し
く
現
実
の
も
の
に
な

っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

10
月
中
旬
、
台
風
19
号
が
、
東
日

本
各
地
に
記
録
的
な
豪
雨
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
洪
水
や
河
川
の
は
ん
ら

ん
、
土
砂
崩
れ
に
よ
っ
て
、
多
く
の

人
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
一
昨
年
の

２
０
１
８
年
に
も
、
日
本
列
島
は
西

 

平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

 

世
界
へ

 

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
奨
学
制
度

 

で
未
来
を
拓
く

日
本
豪
雨
や
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。「
世
界
で
最
も
気
象
災
害
が
ひ
ど

か
っ
た
国
は
日
本
で
あ
る
」
―
。
ド

イ
ツ
の
環
境
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
昨
年

末
に
公
表
し
た
報
告
書
は
、
私
た
ち

が
肌
で
感
じ
て
い
る
通
り
で
あ
り
ま

す
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
、
海
や
陸

の
生
態
系
に
も
深
刻
な
影
響
が
表
れ

て
い
る
折
、
昨
年
12
月
に
ス
ペ
イ
ン

の
マ
ド
リ
ー
ド
で
「
国
連
気
候
変
動

枠
組
み
条
約
第
25
回
締
約
国
会
議
」

（COP
25
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。
各

国
政
府
に
具
体
的
な
行
動
が
求
め
ら

れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
若
い
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー

ン
ベ
リ
さ
ん
が
「
希
望
は
人
々
か
ら

生
み
出
さ
れ
る
の
で
す
」
と
訴
え
た

よ
う
に
、
私
た
ち
も
自
分
自
身
が
で

き
るSDGs

の
目
標
を
定
め
、
歩
ん

で
い
く
覚
悟
が
必
要
で
す
。　

　

平
和
に
関
し
て
は
昨
年
11
月
、
ロ

ー
マ
教
皇
と
し
て
38
年
ぶ
り
に
来
日

し
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
が
長
崎
と

広
島
を
訪
れ
ま
し
た
。「
原
子
力
の
戦

争
目
的
の
使
用
は
倫
理
に
反
し
ま
す
。

核
兵
器
を
保
有
す
る
こ
と
も
ま
た
倫

理
に
反
し
ま
す
」
と
、
世
界
に
向
か

っ
て
ア
ピ
ー
ル
を
発
し
た
の
は
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。　

　

平
和
に
関
し
て
も
う
一
言
申
し
述

べ
れ
ば
、
本
学
の
平
和
セ
ン
タ
ー
が

広
島
市
立
大
学
平
和
研
究
所
と
と
も

に
東
千
田
の
大
学
本
部
跡
地
に
残
る

被
爆
建
物
の
旧
理
学
部
一
号
館
に
移

転
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
新

た
な
平
和
教
育
研
究
拠
点
と
し
て
、

オ
ー
ル
広
島
で
世
界
に
発
信
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
平
和
の
大
学
」
と
し
て
、

被
爆
75
周
年
に
あ
た
る
今
年
、
８
月

６
日
に
海
外
か
ら
で
き
る
だ
け
多
く

の
学
生
を
広
島
に
招
く
た
め
の
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
計
画
中
で

す
。
将
来
、
彼
ら
が
リ
ー
ダ
ー
と
な

っ
て
、
広
島
の
地
で
学
ん
だ
平
和
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
世
界
に
広
げ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
東
広
島
キ
ャ

ン
パ
ス
で
今
年
着
工
す
る
国
際
交
流

拠
点
施
設
に
つ
い
て
も
、
平
和
を
希

求
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
精
神
を
育
む

場
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
も
、
教
職
員
や
学
生

の
皆
さ
ん
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意

見
や
ご
提
案
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
私
が
心
か
ら
う

れ
し
く
思
っ
た
の
が
、
あ
る
法
務
研

究
科
修
了
生
の
方
か
ら
届
い
た
メ
ー

ル
で
し
た
。

　

こ
の
方
は
、
家
庭
の
事
情
で
大
学

に
進
学
す
る
か
否
か
悩
ん
で
い
た
そ

う
で
す
。
そ
の
時
、
入
学
料
お
よ
び

在
学
中
の
授
業
料
を
全
額
免
除
し
、

毎
月
10
万
円
の
奨
学
金
を
給
付
す
る

広
島
大
学
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
奨
学
制
度

を
知
っ
て
本
学
を
受
験
、
優
秀
な
成

績
で
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
奨
学
生
に
採
用

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
法
学
部
を
経

て
法
務
研
究
科
に
進
み
、
昨
年
５
月
、

司
法
試
験
に
見
事
合
格
し
ま
し
た
。

　

い
ま
司
法
修
習
生
と
し
て
頑
張
っ

て
い
る
と
い
う
こ
の
方
は
「
フ
ェ
ニ

ッ
ク
ス
奨
学
制
度
の
お
か
げ
で
切
り

拓
く
こ
と
の
で
き
た
進
路
で
す
。
良

い
実
務
家
に
な
れ
る
よ
う
一
層
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。」
と
記
し
、
今
後

は
支
え
る
側
に
な

り
、
少
し
で
も
広

島
大
学
の
力
に
な

れ
る
よ
う
努
め
た

い
、
と
結
ん
で
い

ま
し
た
。

　　

大
学
は
ま
さ
に

変
革
期
の
真
っ
た

だ
中
に
あ
り
ま
す
。

広
島
大
学
も
大
学

院
改
革
や
そ
れ
に

伴
う
運
営
体
制
の
改
革
等
に
、
主
体
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今

年
４
月
の
人
間
社
会
科
学
研
究
科
と
先

進
理
工
系
科
学
研
究
科
の
設
置
を
も
っ

て
、
ほ
ぼ
一
段
落
い
た
し
ま
す
。
皆
さ

ん
方
に
は
こ
の
間
、
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
振
り
向
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、

落
ち
着
い
た
環
境
で
一
層
教
育
研
究
に

励
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

　
も
と
よ
り
、
大
学
改
革
は
執
行
部
だ

け
で
進
め
ら
れ
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
や
提
案
こ
そ

が
、
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み

出
す
力
と
な
り
ま
す
。
広
島
大
学
の
未

来
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
歩
ん

で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

将
来
振
り
返
っ
た
時
、
歩
ん
だ
道
が
光

り
輝
き
、
正
し
か
っ
た
と
言
え
る
こ
と

を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
教
職
員
、
学
生
の
皆
さ
ん

そ
し
て
ご
家
族
の
方
々
に
と
っ
て
実
り

豊
か
で
、
何
よ
り
平
和
な
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令和
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広
島
大
学
基
金
寄
附
者

ご
厚
意
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
飯
島　

俊
荘 

様

▼
医
療
法
人S.R.C.

　

中
光
整
形
外
科
リ
ハ
ビ
リ
ク
リ
ニ
ッ
ク　
　

　

院
長　

中
光　

清
志 

様

▼
医
療
法
人
エ
ム
・
エ
ム
会

　

理
事
長　

白
川　

泰
山 

様

▼
医
療
法
人
お
ち
眼
科
医
院

　

理
事
長　

越
智　

温
子 

様

▼
医
療
法
人KOC

　

金
谷
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

理
事
長　

金
谷　

篤 

様

▼
医
療
法
人
社
団
楓
会　

林
病
院

　

理
事
長　

林　

淳
二 

様

▼
医
療
法
人
社
団
慈
恵
会
い
ま
だ
病
院

　

院
長　

大
杉　

健 

様

▼
医
療
法
人
社
団
仁
慈
会

　

理
事
長　

安
田　

克
樹 

様

▼
医
療
法
人
社
団
ス
マ
イ
ル

　

博
愛
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

理
事
長　

髙
杉　

啓
一
郎 

様

▼
医
療
法
人
社
団
清
流
会

　

理
事
長　

永
井　

賢
一 

様

▼
医
療
法
人
社
団
マ
ッ
キ
ー

　

理
事
長　

松
木　

啓 

様

▼
医
療
法
人
社
団
ま
り
も
会

　

理
事
長　

平
松　

廣
夫 

様

▼
医
療
法
人
昭
和
原
田
整
形
外
科
病
院

　

理
事
長　

原
田　

昭 

様

▼
医
療
法
人
せ
い
ざ
ん
青
山
病
院

　

院
長　

大
村　

泰 

様

▼
医
療
法
人
清
泉
会　

一
ノ
瀬
病
院 

様

▼
医
療
法
人
明
笑
会

　

理
事
長　

安
本　

正
徳 

様

▼
岩
原　

恭
代 

様

▼
大
谷　

美
奈
子 

様

▼
大
地　

晴
子 

様

▼
小
澤　

健
一 

様

▼
オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長　

佐
々
木　

直
義 

様

▼
越
智　

光
夫 

様

▼
加
賀
谷　

有
行 

様

▼
株
式
会
社
紀
陽

　

代
表
取
締
役
社
長　

寒
川　

起
佳 

様

▼
株
式
会
社
総
合
広
告
社

　

代
表
取
締
役
副
会
長　

坪
井　

高
義 

様

広
島
大
学
、
長
崎
大
学
、
福
島
県
立
医

科
大
学
に
よ
っ
て
平
成
28
年
４
月
に
設
置

さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
拠
点
「
放
射
線

災
害
・
医
科
学
研
究
拠
点
」
が
、
令
和
２

年
２
月
に
「
第
４
回
ふ
く
し
ま
県
民
公
開

大
学
（
主
管
校
：
福
島
県
立
医
科
大
学
）」

を
福
島
県
郡
山
市
で
開
催
す
る
。

日
時
：
令
和
２
年
２
月
９
日
（
日
）　

13
時
～
15
時
15
分

場
所
：
郡
山
市
中
央
公
民
館
（
福
島
県

郡
山
市
麓
山
一
丁
目
８-

４
）

「
ふ
く
し
ま
で
歩
む　
未
来
へ
つ
な
ぐ
」

を
テ
ー
マ
に
、
拠
点
内
で
実
施
し
て
い
る

共
同
利
用
・
共
同
研
究
の
成
果
発
表
等
を

県
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
す
る
こ
と
に
よ

り
、
今
後
の
復
興
の
一
助
と
す
る
こ
と
を

目
指
す
。

広
島
大
学
ラ
ジ
オ
キ
ャ
ン
パ
ス

１
月
の
放
送

（
広
島
Ｆ
Ｍ
）

● 

締
結
し
た
協
定

▼
株
式
会
社
ダ
イ
ク
レ

　

代
表
取
締
役
社
長　

山
本　

浩 

様

▼
株
式
会
社
に
し
き
堂

　

代
表
取
締
役　

大
谷　

博
国 

様

▼
株
式
会
社
日
本
ク
ラ
イ
メ
イ
ト
シ
ス

　

テ
ム
ズ

　

代
表
取
締
役
社
長　

松
尾　

則
宏 

様

▼
株
式
会
社
バ
ル
コ
ム

　

代
表
取
締
役　

山
坂　

哲
郎 

様

▼
株
式
会
社
や
ま
だ
屋

　

代
表
取
締
役　

中
村　

靖
富
満 

様

▼
川
口　

敏
明 

様

▼
木
本　

泉 

様

▼
齋
藤　

修 

様

▼
坂
下　

勝 

様

▼
崎
長　

信
正 

様

▼
佐
藤　

利
行 

様

▼
志
村　

徹 

様

▼
助
村　

大
作 

様

▼
鈴
木　

誠 

様

▼
高
嶋　

俊
治 

様

▼
髙
橋　

啓
介 

様

▼
竹
下　

義
昭 

様

▼
戸
田
工
業
株
式
会
社

　

取
締
役
社
長　

寳
來　

茂 

様

▼
西
原　

禎
文 

様

▼
第
13
回HCD

懇
親
会
出
席
者
有
志 

様

▼
林　

文
子 

様

▼
原
田　

寿
江 

様

▼
原
田　

康
夫 

様

▼
弁
護
士　

緒
方　

俊
平 

様

▼
松
木　

隆
敏 

様

▼
三
嶋　

弘 

様

▼
道
中　

美
敏 

様

▼
村
田　

真
弓 

様

（
五
十
音
順
）

※
11
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
に
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
、公
開
に
つ
い
て
承
認
い
た
だ

い
た
方
を
掲
載
。給
与
控
除
に
よ
る
分
割
寄

附
の
方
は
、初
回
控
除
の
時
の
み
掲
載
。

学
内
全
面
禁
煙

　
　
　

   

ス
タ
ー
ト

【
大
学
間
国
際
交
流
協
定
】

▼
嶺
南
大
学
（
中
国
）
／
令
和
元
年
11

月
29
日　

　

第
29
回
／
１
月
６
日
（
月
）
は
統
合

生
命
科
学
研
究
科
の
都
築
政
起
教
授
、

第
30
回
／
１
月
20
日

（
月
）
は
学
術
・
社
会
連

携
室
の
北
村
拓
也
特
任

助
教
が
出
演
予
定
。
中

高
生
に
向
け
て
広
島
大

学
の
魅
力
に
加
え
、
自

身
の
学
生
時
代
や
研
究

内
容
な
ど
を
語
る
。

 「
放
射
線
災
害
・
医
科
学
研
究  

 

拠
点
」
が
県
民
公
開
大
学
を

 

郡
山
市
（
福
島
県
）
で
開
催

 

福
山
通
運
小
丸
賑
わ
い

 

パ
ビ
リ
オ
ン
が
オ
ー
プ
ン

　
本
学
は
、
平
成
31
（
２
０
１
９
）
年
１

月
に
「
広
島
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
全
面
禁
煙

宣
言
」
を
公
表
し
、令
和
２
（
２
０
２
０
）

年
１
月
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
全
面
禁
煙

と
し
た
。

　
現
在
、
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学

生
・
教
職
員
の
禁
煙
相
談
を
行
い
、
学
生

へ
は
禁
煙
補
助
薬
の
無
料
処
方
を
実
施
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
タ
バ
コ
の
害
を
一
人
で
も
多
く

の
構
成
員
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
昨
年

開
催
し
た
禁
煙
講
演
会
の
動
画
を
「
い
ろ

は
」
で
公
開
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。

　
こ
れ
ま
で
、
学
内
の
喫
煙
場
所
を
段
階

的
に
廃
止
し
、
定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
た
が
、
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
の
防

止
、
小
火
の
危
険
や
環
境
美
化
等
を
考
慮

し
、
今
後
も
周
辺
道
路
等
を
継
続
し
て
パ

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
。
そ
の
際
、
吸
い
殻

の
ポ
イ
捨
て
問
題
に
か
ん
が
み
、
希
望
者

に
は
携
帯
灰
皿
を
配
布
す
る
取
組
み
も
行

1月～2月

１月 ６日（月） 授業開始、仕事始め式

１月１８日（土） 大学入試センター試験

～１９日（日） 〃

１月２１日（火） 教育研究評議会

１月２３日（木） 経営協議会

２月１８日（火） 教育研究評議会

２月２５日（火） 前期日程試験

～２６日（水） 〃

◆ ◆ 行事カレンダー ◆ ◆

　

学
生
の
起
業
活
動
や
集
会
、
自
習
な

ど
多
目
的
に
使
用
で
き
る
施
設
「
福
山
通

運
小
丸
賑
わ
い
パ
ビ
リ
オ
ン
」
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
12
月
19
日
に
行
っ

た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、越
智
学
長
よ
り「
こ

の
パ
ビ
リ
オ
ン
を
拠
点
に
、
学
生
諸
君
が

交
流
し
、
対
人
力
や
行
動
力
に
い
っ
そ
う

磨
き
を
か
け
て
く
れ
る
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
、
お
好
み
焼
き
用
の
鉄
板
を
寄

贈
頂
い
た
オ
タ
フ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
会
長
の
佐
々
木
尉
文
氏
が
挨

拶
。
本
学
の
留
学
生
に
対
し
て
お
好
み
焼

き
教
室
を
開
く
な
ど
長
年
に
わ
た
る
顕
著

な
貢
献
に
対
し
、
同
氏
を
学
長
特
別
表
彰

し
た
。

　
ま
た
、
当
パ
ビ
リ
オ
ン
を
活
動
拠
点
と

す
る
広
島
大
学
起
業
部
「1st Penguin 

Club

」
の
代
表
学
生
に
よ
る
講
演
が
あ

り
、
活
動
内
容
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
に
は
、
オ
タ
フ
ク

ソ
ー
ス
株
式
会
社
か
ら
お
好
み
焼
き
が
提

供
さ
れ
、
参
加
者
に
振
る
舞
わ
れ
た
。
ハ

ラ
ル
対
応
の
お
好
み
焼
き
は
留
学
生
に
大

好
評
だ
っ
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
設
計
や
開
発
の

パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
世
界
的
に
著
名
な
慶

應
義
塾
大
学
環
境
情
報
学
部 

村
井
純
教

授
を
迎
え
、
12
月
２
日
、
工
学
部
２
２
０

講
義
室
に
お
い
て
第
93
回
広
島
大
学
講

演
会
を
開
催
し
た
。
講
演
タ
イ
ト
ル
は

「
サ
イ
バ
ー
文
明
へ
の
挑
戦
」。
参
加
者
は

１
５
０
名
超
。

　

　
講
演
会
で
は
、
今
日
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
形
成

さ
れ
る
ま
で
の
過
程
、
あ

ら
ゆ
る
も
の
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ

るIoT

時
代
と
な
っ
た
現

状
、
情
報
通
信
技
術
の
利

用
に
よ
る
様
々
な
応
用
と

課
題
、
ま
た
、
社
会
構
造

が
変
化
す
る
中
で
の
新
し

い
時
代
へ
向
け
た
グ
ロ
ー

バ
ル
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
、
講
演

終
了
後
に
は
活
発
な
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
た
。

村
井
純
氏
を
招
き
講
演
会

（お好み焼きを焼く越智学長）

う
。

　
今
後
、広
島
大
学
構
成
員
だ
け
で
な
く
、

本
学
来
訪
者
、
地
域
の
方
々
そ
の
他
大
学

関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、「
た
ば
こ
の
煙
の
な
い
環
境
構

築
」
を
実
現
し
て
い
く
。


